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(57)【要約】
　ユーザデバイスが、連絡先と通信するためにユーザデ
バイスによって使用される複数の通信オプションに対応
するデータを収集する。データは、通信オプションごと
に、その通信オプションによるユーザデバイスと連絡先
との間の最後の成功した通信の時間を含む。通信オプシ
ョンは、電話番号など、音声モードの通信オプションと
、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識
別情報、およびソーシャルメディア識別情報など、デー
タモードの通信オプションとを含んでよい。連絡先との
通信しようとする試みの失敗に応答して、ユーザデバイ
スは、ユーザデバイスのインターフェースを通じた提示
において、複数の通信オプションを提示する。提示は、
複数の通信オプションの各々を、複数の通信オプション
の各々に対する連絡先との成功した通信を確立する確率
に基づいて列挙する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザデバイスのための通信オプションを提示する方法であって、
　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプション
に対応するデータを収集するステップであって、前記データは、通信オプションごとに、
前記通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信
の時間を含む、ステップと、
　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインター
フェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示するステップであって
、前記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信
を確立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙する、ステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　データを収集するステップが、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オ
プションによる最後の成功した通信の前記時間に対応するタイムスタンプをメモリに記憶
するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の通信オプションの各々が、音声モードまたはデータモードのうちの少なくと
も一方を含む複数の通信モードのうちの1つに分類される、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記音声モードが、電話番号に対応する1つまたは複数の通信オプションを含む、請求
項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記データモードが、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)アプリケーショ
ン識別情報、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、およびソーシ
ャルメディアアカウント識別情報のうちの1つまたは複数に対応する1つまたは複数の通信
オプションを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記データが、通信オプションごとに、通信モードをさらに含み、前記複数の通信オプ
ションを提示するステップが、
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードを判定するステップと、
　前記複数の通信オプションから第1のセットの通信オプションを決定するステップであ
って、前記第1のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗とい
う結果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応する通信モードを有する、ス
テップと、
　前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定するステップと
を含み、
　前記提示が、前記第1のセットの通信オプションを列挙する、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の通信オプションを提示するステップが、
　前記複数の通信モードから第2のセットの通信オプションを決定するステップであって
、前記第2のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結
果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応しない通信モードを有する、ステ
ップと、
　前記第2のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
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て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定するステップと
をさらに含み、
　前記提示がさらに、前記第2のセットの通信オプションを列挙する、
請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードがデータモードであるとき、前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々
に対して、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定するステップが、前記
通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるかにさらに基づく、請
求項6に記載の方法。
【請求項９】
　前記提示内で、アクティブである通信オプションを非アクティブである通信オプション
よりも優先するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の通信オプションのうちの1つまたは複数に対して、前記提示に、前記通信オ
プションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間
を含めるステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　ユーザデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、かつ、
　　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプショ
ンに対応するデータを収集することであって、前記データは、通信オプションごとに、前
記通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の
時間を含む、収集することと、
　　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインタ
ーフェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示することであって、
前記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信を
確立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙する、提示することと
を行うように構成される、少なくとも1つのプロセッサと
を含む、ユーザデバイス。
【請求項１２】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記
通信オプションによる最後の成功した通信の前記時間に対応するタイムスタンプをメモリ
に記憶するようにさらに構成されることによってデータを収集する、請求項11に記載のユ
ーザデバイス。
【請求項１３】
　前記複数の通信オプションの各々が、音声モードまたはデータモードのうちの少なくと
も一方を含む複数の通信モードのうちの1つに分類される、請求項11に記載のユーザデバ
イス。
【請求項１４】
　前記音声モードが、電話番号に対応する1つまたは複数の通信オプションを含む、請求
項13に記載のユーザデバイス。
【請求項１５】
　前記データモードが、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)アプリケーショ
ン識別情報、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、およびソーシ
ャルメディアアカウント識別情報のうちの1つまたは複数に対応する1つまたは複数の通信
オプションを含む、請求項13に記載のユーザデバイス。
【請求項１６】
　前記データが、通信オプションごとに通信モードをさらに含み、前記少なくとも1つの
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プロセッサが、
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードを決定することと、
　前記複数の通信オプションから第1のセットの通信オプションを決定することであって
、前記第1のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結
果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応する通信モードを有する、決定す
ることと、
　前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うように構成されることによって前記複数の通信オプションを提示し、
　前記提示が、前記第1のセットの通信オプションを列挙する、
請求項11に記載のユーザデバイス。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記複数の通信モードから第2のセットの通信オプションを決定することであって、前
記第2のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結果に
なった前記通信オプションの前記通信モードに対応しない通信モードを有する、決定する
ことと、
　前記第2のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うようにさらに構成されることによって前記複数の通信オプションを提示し、
　前記提示がさらに、前記第2のセットの通信オプションを列挙する、
請求項16に記載のユーザデバイス。
【請求項１８】
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードがデータモードであるとき、前記少なくとも1つのプロセッサが、前記第1のセット中
の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信を確立する前
記確率を、前記通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるかにさ
らに基づいて決定する、請求項16に記載のユーザデバイス。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記提示内で、アクティブである通信オプション
を、非アクティブである通信オプションよりも優先するように構成される、請求項18に記
載のユーザデバイス。
【請求項２０】
　前記複数の通信オプションのうちの1つまたは複数に対して、前記提示に、前記通信オ
プションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間
を含めることをさらに含む、請求項1に記載のユーザデバイス。
【請求項２１】
　ユーザデバイスであって、
　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプション
に対応するデータを収集するための手段であって、前記データは、通信オプションごとに
、前記通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通
信の時間を含む、手段と、
　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインター
フェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示するための手段であっ
て、前記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通
信を確立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙する、手段と
を含む、ユーザデバイス。
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【請求項２２】
　前記データを収集するための手段が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記
通信オプションによる最後の成功した通信の前記時間に対応するタイムスタンプをメモリ
に記憶することを含む、請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項２３】
　前記複数の通信オプションが、音声モードおよびデータモードのうちの少なくとも一方
を含む複数の通信モードに分類される、請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項２４】
　前記音声モードが、電話番号に対応する1つまたは複数の通信オプションを含む、請求
項23に記載のユーザデバイス。
【請求項２５】
　前記データモードが、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)アプリケーショ
ン識別情報、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、およびソーシ
ャルメディアアカウント識別情報のうちの1つまたは複数に対応する1つまたは複数の通信
オプションを含む、請求項23に記載のユーザデバイス。
【請求項２６】
　前記データが、通信オプションごとに通信モードをさらに含み、前記複数の通信オプシ
ョンを提示するための手段が、
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードを決定することと、
　前記複数の通信オプションから第1のセットの通信オプションを決定することであって
、前記第1のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結
果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応する通信モードを有する、決定す
ることと、
　前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うように構成され、
　前記提示が、前記第1のセットの通信オプションを列挙する、
請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項２７】
　前記複数の通信オプションを提示するための手段が、
　前記複数の通信モードから第2のセットの通信オプションを決定することであって、前
記第2のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結果に
なった前記通信オプションの前記通信モードに対応しない通信モードを有する、決定する
ことと、
　前記第2のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うようにさらに構成され、
　前記提示がさらに、前記第2のセットの通信オプションを列挙する、
請求項26に記載のユーザデバイス。
【請求項２８】
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードがデータモードであるとき、前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々
に対して、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率が、前記通信オプションがア
クティブであるか、または非アクティブであるかにさらに基づく、請求項23に記載のユー
ザデバイス。
【請求項２９】
　前記複数の通信オプションを提示するための手段が、前記提示内で、アクティブである
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通信オプションを、非アクティブである通信オプションよりも優先するようにさらに構成
される、請求項28に記載のユーザデバイス。
【請求項３０】
　前記複数の通信オプションを提示するための手段が、前記複数の通信オプションのうち
の1つまたは複数に対して、前記提示に、前記通信オプションによる前記ユーザデバイス
と前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間を含めるようにさらに構成される、
請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項３１】
　ユーザデバイス用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記録媒体
であって、
　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプション
に対応するデータを収集することであって、前記データは、通信オプションごとに、前記
通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の時
間を含む、収集することと、
　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインター
フェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示することであって、前
記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信を確
立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙する、提示することと
を行うためのコードを含む、コンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に明確に組み込まれる、2014年9月29日に出
願された"INTELLIGENT OPTIONS IN REDIAL SCREENS OF COMMUNICATION DEVICES"と題する
、米国仮出願第14/500,577号の利益を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般に通信デバイスに関し、より詳細には、通信デバイスのリダイヤル画面
におけるインテリジェントオプションに関する。
【背景技術】
【０００３】
　通信デバイス内のコンタクトアプリケーションは、人、会社、団体などと連絡をとるた
めの通信オプションを記憶し、提供する。通信オプションは、1つまたは複数の電話番号
、たとえば、自宅の番号、携帯電話の番号、勤務先の番号と、1つまたは複数の電子メー
ルアドレスとを含む場合がある。一般的な通信シナリオでは、デバイスのユーザが、連絡
先と関連する電話番号の1つを使用して、連絡先、たとえば、人、会社、団体などとの通
信を確立しようと試みる。連絡先へのコールが失敗する場合、コンタクトアプリケーショ
ンは、同じ番号にリダイヤルする、またはその番号にメッセージを送信するためのオプシ
ョンをユーザに提示してよい。連絡先との通信を最も効果的に確立する方法について、ユ
ーザが十分な情報を得た上での決定(informed decision)を行うことを可能にする、代替
通信オプションを含めた、追加の通信情報をユーザに提示することが有益である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ユーザデバイスが、連絡先と通信するためにユーザデバイスによって使用される複数の通
信オプションに対応するデータを収集する。データは、通信オプションごとに、その通信
オプションによるユーザデバイスと連絡先との間の最後の成功した通信の時間を含む。通
信オプションは、電話番号など、音声モードの通信オプションと、電子メールアドレス、
インスタントメッセージング識別情報、およびソーシャルメディア識別情報など、データ
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モードの通信オプションとを含んでよい。連絡先との通信の試みの失敗に応答して、ユー
ザデバイスは、ユーザデバイスのインターフェースを通じた提示において、複数の通信オ
プションを提示する。提示は、複数の通信オプションの各々に対する連絡先との成功した
通信を確立する確率に基づいて、複数の通信オプションの各々を列挙する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】連絡先に対する通信オプションを収集し、かつ提示するためのコンタクトプロセ
ッサを含むユーザデバイスのブロック図である。
【図２】コンタクトアプリケーションによって維持管理される連絡先情報の図である。
【図３】通信の試みの失敗に応答して提供される通信オプションの例示的な提示をディス
プレイが示した、ハンドヘルドユーザデバイスの図である。
【図４】ユーザデバイスのための通信オプションを提示する方法のフローチャートである
。
【図５】図4の方法を実施する処理システムを採用するユーザデバイスのためのハードウ
ェア実装形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成の説明として意図されて
おり、本明細書において説明する概念が実践される場合がある唯一の構成を表すことは意
図されていない。詳細な記述は、様々な概念の完全な理解を提供する目的で、具体的な詳
細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実践される場合が
あることは当業者に明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にすること
を回避するために、よく知られている構造および構成要素がブロック図の形態で示される
。
【０００７】
　特定の連絡先へのコールが成功しなかったとき、連絡先と連絡をとるための代替通信オ
プションをユーザに提供し、インテリジェントな方法で、たとえば、最も確実なものを最
上にして、代替通信オプションをランク付けするためのいくつかの態様が、様々な装置お
よび方法に関して以下に提示される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明で説
明され、様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリ
ズムなど(「要素」と総称される)によって添付の図面に示される。これらの要素は、電子
ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはこれらの任意の組合せを使用して実装
されてよい。そのような要素がハードウェアとして実装されるかソフトウェアとして実装
されるかは、システム全体に課される特定の適用および設計制約に依存する。
【０００８】
　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、1つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装されてよい。プロセッサの例は、
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デバイス(PLD)、ステートマ
シン、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明する様々な
機能を実行するように構成される他の適切なハードウェアを含む。処理システム内の1つ
または複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行してよい。ソフトウェアは、ソフトウェ
ア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれる
か、または他の名称で呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグ
メント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、ア
プリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、
サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プロシージャ、機能な
どを意味するように広く解釈されなければならない。
【０００９】
　したがって、1つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハードウェア
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、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装されてよい。ソフ
トウェアにおいて実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の1つまたは複数の
命令またはコードとして、記憶または符号化することができる。コンピュータ可読媒体は
コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータがアクセスできる任意の利用可
能な媒体であってよい。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、RA
M、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスクス記憶装置もし
くは他の磁気記憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラム
コードを搬送もしくは記憶するために使用することができ、コンピュータによってアクセ
スすることができる、任意の他の媒体を含むことができる。
【００１０】
　上述のように、一般的な通信シナリオでは、デバイスのユーザが、連絡先と関連する電
話番号の1つを使用して、連絡先、たとえば、人、会社、団体などとの通信を確立しよう
と試みる。連絡先へのコールが失敗する場合、コンタクトアプリケーションは、同じ番号
にリダイヤルする、またはその番号にメッセージを送信するためのオプションをユーザに
提示してよい。連絡先との通信を最も効果的に確立する方法について、ユーザが十分に情
報を得た上での決定を行うことを可能にする、代替通信オプションを含めた、追加の通信
情報をユーザに提示することが有益である。
【００１１】
　図1は、音声モード通信オプション106またはデータモード通信オプション108の一方を
通じて、連絡先104と通信している、または通信しようと試みているユーザデバイス102の
ブロック図100である。音声モード通信オプションの例は、携帯電話番号、および固定電
話番号を含む。データモード通信オプションの例は、電子メール、テキストメッセージン
グ、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)、およびソーシャルメディアを含む
。ユーザデバイス102は、通信プロセッサ110と、コンタクトプロセッサ112と、ユーザイ
ンターフェース114と、クロック/タイムスタンプ116とを含み、これらの各々が、本明細
書ではモジュールと呼ばれる場合がある。モジュールは、コンピュータ可読媒体内に存在
する/記憶された、プロセッサで実行されるソフトウェアモジュール、プロセッサに結合
される1つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らかの組合せであ
ってよい。
【００１２】
　通信プロセッサ110は、音声モード通信オプション106およびデータモード通信オプショ
ン108と関連するデバイス間の通信を提供するために機能する。たとえば、音声モード通
信オプション106の場合、通信プロセッサ110は、携帯電話番号と関連するモバイルデバイ
ス、および固定電話番号と関連する固定電話と通信するように構成されてよい。データモ
ード通信オプション108の場合、通信プロセッサ110は、電子メール、テキストメッセージ
ング、VOIP、およびソーシャルメディアと関連する1つまたは複数のユーザデバイスと通
信するように構成されてよい。これらのユーザデバイスは、スマートフォン、タブレット
、ラップトップ、デスクトップなどのうちの1つまたは複数を含む場合がある。
【００１３】
　通信プロセッサは、デバイス102が音声モードオプションによって通信するための音声
通信とデータモードオプションによって通信するためのデータ通信との間で切り替えるこ
とを可能にする、WWAN(2/3/4G LTE)無線ならびに関連するデータ通信および音声通信処理
能力を含んでよい。
【００１４】
　コンタクトプロセッサ112は、連絡先のための情報を維持管理する連絡先データベース1
18を含む。特定の連絡先のための情報は、名前、アドレス、および連絡先と通信するため
の様々な通信オプションを含んでよい。
【００１５】
　図2は、コンタクトアプリケーションによって維持管理される連絡先情報の図200である
。情報は、データベースにおいて維持管理され、デバイスのメモリに記憶されてよい。図
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2の例では、連絡先情報は、連絡先206と関連する通信オプション204ごとに、データベー
スレコード202を含む。レコード202は、音声モード通信オプションごとに、たとえば、そ
の連絡先の電話番号ごとに、ならびにデータモード通信オプションごとに、たとえば、そ
の連絡先の電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、VOIP識別情報、
およびソーシャルメディア識別情報ごとに、維持管理されてよい。レコード202はさらに
、通信オプションの通信モード208、たとえば、音声またはデータを含んでよい。以下で
さらに説明するように、レコード202は、通信オプション204による連絡先206との最後の
成功した通信のタイムスタンプ210もまた含む。
【００１６】
　連絡先データベースを維持管理することに加えて、コンタクトプロセッサ112は、連絡
先104と通信するためのデバイス102による試みに対応するデータを収集する。たとえば、
コンタクトプロセッサ112は、連絡先と通信を確立するために通信プロセッサ110によって
行われる各試みを追跡してよい。この目的で、通信プロセッサ110が連絡先104と音声通信
120を確立しようと試みるとき、通信プロセッサ110は、音声通信情報122をコンタクトプ
ロセッサ112に提供してよい。音声通信情報122は、通信を確立する試みが成功であったか
、または不成功であったかを示す情報、および通信の試みの時間に対応するタイムスタン
プと併せて、電話番号など、音声通信オプションに対応する情報を含んでよい。
【００１７】
　同様に、通信プロセッサ110が連絡先104とデータ通信124を確立しようと試みるとき、
通信プロセッサ110は、データ通信情報126をコンタクトプロセッサ112に提供してよい。
データ通信情報126は、通信を確立する試みが成功であったか、または不成功であったか
を示す情報、および通信の試みの時間に対応するタイムスタンプと併せて、電子メールア
ドレスなど、データ通信オプションに対応する情報を含んでよい。
【００１８】
　試みが成功であった場合、コンタクトプロセッサ112は、音声またはデータ通信情報122
、126に含まれているタイムスタンプを、図2に示すように、通信オプション204に対応す
るデータベースレコード202に追加してよい。試みが不成功であった場合、コンタクトプ
ロセッサ112は、タイムスタンプを無視し、通信オプション204に対応するデータベースレ
コード202の現在のタイムスタンプを維持する。したがって、連絡先データベース118は、
通信オプションに対しての最後の成功した通信の試みの時間を含む。
【００１９】
　コンタクトプロセッサ112は、通信の試みの失敗について監視するようにさらに構成さ
れる。この目的で、コンタクトプロセッサ112は、音声通信情報122およびデータ通信情報
126を通信プロセッサ110から受け取る。前に説明したように、通信情報122、126は、通信
の試みが成功であったか、または不成功であったかを示す情報を含む。この情報に基づい
て、コンタクトプロセッサは、通信の試みが不成功であった、すなわち失敗したかどうか
を決定する。
【００２０】
　通信しようとする試みの失敗を決定すると、コンタクトプロセッサ112は、デバイス102
のユーザインターフェース114を通じて、代替通信オプション130を提示する。この目的で
、コンタクトプロセッサ112の提示/確率プロセッサ128が、特定の連絡先に対してデータ
ベースレコードに含まれたデータを分析し、エントリに含まれた通信オプションに対して
確率の全体的な順序を決定する。確率の全体的な順序は、代替通信オプションが、連絡先
との成功した通信の最も高い尤度を有する代替通信オプションから、連絡先との成功した
通信の最も低い尤度を有する代替通信オプションまで提示される順序に対応してよい。
【００２１】
　一構成では、提示/確率プロセッサ128は、通信しようとする試みの失敗という結果にな
った通信オプションの通信モードを決定する。たとえば、失敗した通信オプションが電話
番号である場合、提示/確率プロセッサ128は、通信モードが音声であると決定し、失敗し
た通信オプションがインスタントメッセージである場合、提示/確率プロセッサは、通信
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モードがデータであると決定する。通信モードを決定した後、提示/確率プロセッサ128は
、通信オプションについての確率の全体的な順序を決定する。順序は、決定された通信モ
ードと関連する通信オプションによるユーザデバイスと連絡先との間の最後の成功した通
信の時間に基づくものであってよい。この場合、通信オプションは、同じ通信モード内の
通信オプションに限られる。
【００２２】
　図2に関して、上記の例で、提示/確率プロセッサ128は、通信の試み失敗という結果に
なった通信オプションが、モバイル#1であったことを決定する場合がある。この決定は、
通信プロセッサ110によって提供された音声通信情報122に基づくものであってよい。この
決定と、決定された通信オプション、モバイル#1に対応するレコード202を求める連絡先
データベース118の探索とに基づいて、提示/確率プロセッサ128は、モバイル#1に対応す
る通信モード208を決定する。この例では、その通信モードは、音声である。提示/確率プ
ロセッサ128は次いで、音声通信モードを有する通信オプション204のレコード202に基づ
いて、確率の順序を決定してよい。一実装形態では、提示/確率プロセッサ128は、失敗し
たばかりの通信オプションを除いた、音声モードの通信オプションのタイムスタンプ210
を処理し、最新のタイムスタンプを有する通信オプションに対して最も近いタイムスタン
プを有する通信オプションである確率の順序を決定する。図2の例では、確率の順序は、
固定電話#2、モバイル#2、固定電話#1となる。
【００２３】
　別の構成では、提示/確率プロセッサ128は、決定された通信モードとは異なる代替通信
モードも決定する。たとえば、決定された通信モードが音声モードである場合、代替通信
モードは、データモードとなる。代替通信モードを決定した後、提示/確率プロセッサ128
は、代替通信モードと関連する通信オプションによるユーザデバイスと連絡先との間の最
後の成功した通信の時間に基づいて、確率の追加的な順序を決定する。提示/確率プロセ
ッサ128は、確率の全体的な順序に、確率の追加的な順序を含める。
【００２４】
　図2に基づく上記の例を続けると、提示/確率プロセッサ128は、代替通信モードがデー
タモードであると決定してよい。提示/確率プロセッサ128は次いで、データ通信モードを
有する通信オプション204のレコード202に基づいて、確率の順序を決定してよい。1つの
実装形態では、提示/確率プロセッサ128は、失敗したばかりの通信オプションを除いて、
音声モードの通信オプションのタイムスタンプとともにデータモードの通信オプションの
タイムスタンプ210を処理し、最新のタイムスタンプを有する通信オプションに対して最
も近いタイムスタンプを有する通信オプションである確率の順序を決定する。図2の例で
は、失敗したオプション以外のすべての可能な通信オプションを考慮すると、確率の順序
は、電子メールアドレス#1、インスタントメッセージング、ソーシャルメディア#1、固定
電話#2、VOIP、モバイル#2、ソーシャルメディア#2、固定電話#1、および電子メールアド
レス#2となる。
【００２５】
　一態様では、コンタクトプロセッサ112は、データ通信オプションがアクティブである
か、または非アクティブであるかを決定し、この情報に基づいて確率の全体的な順序を作
成してよい。たとえば、提示/確率プロセッサ128は、アクティブなデータ通信オプション
に対して成功した通信のより高い確率を与え、非アクティブなデータ通信オプションに対
して成功した通信のより低い確率を与えてよい。したがって、提示/確率プロセッサ128は
、アクティブである通信オプションに対する確率の第1の順序、および非アクティブであ
る通信オプションに対する確率の第2の順序を決定してよい。提示/確率プロセッサ128は
次いで、確率の全体的な順序において確率の第2の順序よりも確率の第1の順序を優先して
よい。
【００２６】
　再び図2に基づく上記の例を続けると、データモード通信オプションを含む確率の全体
的な順序を決定することの一部として、コンタクトプロセッサ112は、データモード通信
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オプションのどれがアクティブであるか、およびどれが非アクティブであるかを決定して
よい。たとえば、コンタクトプロセッサ112は、インスタントメッセージングがアクティ
ブである、つまり連絡先は現在、インスタントメッセージング通信オプションにオンライ
ンであると決定してよい。この場合、インスタントメッセージング通信オプションは、確
率の全体的な順序において、他のすべてのデータモードの通信オプションよりも前に置か
れることになる。別の構成では、インスタントメッセージング通信オプションは、確率の
全体的な順序において、音声とデータの両方の、他のすべての通信オプションよりも前に
置かれてよい。コンタクトプロセッサ112が、2つ以上のデータモードの通信オプションが
アクティブであると決定する場合、これらのアクティブなオプションの順序は、オプショ
ンと関連するタイムスタンプに基づくものであってよい。
【００２７】
　データ通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるかを決定する
ために、コンタクトプロセッサ112は、インストールされたアプリケーション、たとえば
、gtalkアプリ、what's upアプリ、skypeアプリ、facebookアプリ、outlookアプリなどで
使用することができるAPIインターフェース132を提供してよい。アプリケーション(gtalk
アプリ、skypeアプリ、facebookアプリなど)は、コンタクトプロセッサ112によって提供
される、様々な読出し、書込みAPI/指示に登録することができる。より具体的には、コン
タクトプロセッサ112は、getStatus指示およびInformStatus APIを提供してよい。アプリ
ケーションは、コンタクトプロセッサ112によって提供されるInformStatus APIおよびget
Status指示に登録することができる。
【００２８】
　コンタクトプロセッサ112が、特定の連絡先情報のステータスを必要とするとき、要求
は、連絡先プロセッサのgetStatus指示に登録されたすべてのアプリケーションにブロー
ドキャストされ、どのアプリケーションが連絡先情報のステータスを有しても、InformSt
atus apiを使用して以下の情報を返す。
1.　最新の利用可能なステータス(ステータス、ステータスのタイムスパン)
2.　最後の連絡時間
3.　提案するアクション(アクション名)
4.　アクションを行うためにコンタクトアプリによって呼び出される関数
【００２９】
　例として、suman.yelati@gmail.comのような連絡先情報が、様々なアプリケーションへ
のgetStatus指示によってブロードキャストされるとき、各アプリケーションに、InformS
tatus apiを使用してアプリケーションで利用可能な情報を返させてよい。ステータスは
、以下のようであってよい:
アプリ1(Gtalk):
1.　ステータス: オンライン、タイムスパン: n/a
2.　最後の連絡時間7/15/2014、3:50PM
3.　提案するアクション: ピング
4.　呼び出される関数: gtalkPing(suman.yelati@gmail.com)
アプリ2(Facebook):
1.　ステータス: オフライン、時間: 10分
2.　最後の連絡時間7/16/2014、8:00AM
3.　提案するアクション: メッセージ送信
4.　呼び出される関数: facebookSendMessage(suman.yelati@gmail.com)
【００３０】
　図3は、通信の試みの失敗に応答してディスプレイ304が通信オプションの例示的な提示
を示しているハンドヘルドユーザデバイス302の図300である。通信オプションは、ディス
プレイの領域として提示される。最上領域306は、通信の試みの失敗という結果になった
通信オプションを提示する。この例では、失敗した通信オプションは、電話番号に対応す
る。
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【００３１】
　次の領域308は、成功した通信という結果になる可能性が最も高い第1の代替通信オプシ
ョンを提示する。通信オプションは、失敗した通信オプションと同じ通信モード、すなわ
ち音声内のオプションであり、携帯電話番号に対応する。第1の代替通信オプションによ
る最後の成功した通信の時間が、提示に含まれてよい。
【００３２】
　次の領域310は、成功した通信という結果になる可能性が次に高い第2の代替通信オプシ
ョンを提示する。第2の代替通信オプションは、失敗した通信オプションの通信モードと
は異なる通信モード、すなわちデータであり、インスタントメッセージングに対応する。
この例では、ユーザデバイス302は、第2の代替通信オプションはアクティブである、つま
り連絡先は現在オンラインであると決定している。したがって、オンライン状態(利用可
能)は、インスタントメッセージングにより連絡先をピングするオプションと併せて、提
示に含まれる。
【００３３】
　次の領域312は、成功した通信という結果になる可能性が次に高い第3の代替通信オプシ
ョンを提示する。通信オプションは、ソーシャルメディアに対応する。オンラインステー
タス(オフライン)は、インスタントメッセージングにより連絡先にメッセージを送信する
オプションと併せて、提示に含まれる。
【００３４】
　次の領域314は、成功した通信という結果になる可能性が次に高い通信オプションを提
示する。通信オプションは、VOIPに対応する。アクティビティまたはそれがないことの表
示(利用可能なコール記録なし)が、連絡先の識別情報と併せて、提示に含まれる。
【００３５】
　図4は、ユーザデバイスのための通信オプションを提示する方法のフローチャートであ
る。ステップ402において、ユーザデバイスは、連絡先と通信するためにデバイスによっ
て使用される複数の通信オプションに対応するデータを収集する。図2に関して、データ
は、通信オプションごとに、通信オプションによるユーザデバイスと連絡先との間の最後
の成功した通信の時間を含んでよい。データを収集することは、複数の通信オプションの
それぞれに対して、通信オプションによる最後の成功した通信の時間に対応するタイムス
タンプをメモリに記憶することを含む。複数の通信オプションは、音声モードおよびデー
タモードのうちの少なくとも一方を含む複数の通信モードに分類されてよい。
【００３６】
　ステップ404において、ユーザデバイスは、通信の試みが失敗したかどうかを決定する
。たとえば、ユーザデバイスのコンタクトプロセッサ112は、通信の試みが成功であった
か、または不成功であったかを示すデバイスの通信プロセッサ110からの情報を受け取っ
てよい。通信の試みが成功であった場合、プロセスはステップ402に戻り、ユーザデバイ
スは、データを収集し続ける。
【００３７】
　通信の試みが失敗した場合、プロセスはステップ406に進み、ユーザデバイスは、デバ
イスのインターフェースを通じた提示において、連絡先と関連する複数の通信オプション
を提示する。提示は、ユーザが通信オプションを通じて連絡先と成功した通信を確立する
確率の全体的な順序であってよい。この目的で、提示は、複数の通信オプションの各々に
対する連絡先との成功した通信を確立する確率に基づいて、複数の通信オプションの各々
を列挙してよい。提示は、最も高い確率から最も低い確率の順に通信オプションを提示し
てよい、または順不同でオプションを提示し、代わりに、視覚的表示、たとえば太字また
はフラッシュするテキストによって、最も高い確率を有するオプションを識別してよい。
【００３８】
　ユーザデバイスは、通信しようとする試みの失敗という結果になった通信オプションの
通信モードを決定し、次いで、決定された通信モードと関連する通信オプションによるユ
ーザデバイスと連絡先との間の最後の成功した通信の時間に基づいて通信オプションに対
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する確立の全体的な順序を決定することによって、複数の通信オプションを提示してよい
。より具体的には、ユーザデバイスは、通信しようとする試みの失敗という結果になった
通信オプションの通信モードを決定し、複数の通信オプションから第1のセットの通信オ
プションを決定し、第1のセット中の各通信オプションが、通信しようとする試みの失敗
という結果になった通信オプションの通信モードに対応する通信モードを有し、第1のセ
ット中の複数の通信オプションの各々に対して、通信オプションによるデバイスと連絡先
との間の最後の成功した通信に基づいて、連絡先との成功した通信を確立する確率を決定
し、また提示において第1のセットの通信オプションを列挙してよい。この場合、提示さ
れる通信オプションは、失敗した通信オプションと同じ通信モード内の通信オプションに
限定されてよい。
【００３９】
　ユーザデバイスは、複数の通信モードから、決定された通信モードとは異なる代替通信
モードを決定し、次いで、代替通信モードと関連する通信オプションによるユーザデバイ
スと連絡先との間の最後の成功した通信の時間に基づいて確率の追加的な順序を決定し、
次いで、確率の全体的な順序に確率の追加的な順序を含むことによって、複数の通信オプ
ションを提示してもよい。より具体的には、ユーザデバイスは、複数の通信モードから第
2のセットの通信オプションを決定し、第2のセット中の各通信オプションが、通信しよう
とする試みの失敗という結果になった通信オプションの通信モードに対応しない通信モー
ドを有し、第2のセット中の複数の通信オプションの各々に対して、通信オプションによ
るデバイスと連絡先との間の最後の成功した通信の時間に基づいて、連絡先との成功した
通信を確立する確率を決定し、また通信オプションの第1のセットと併せて、提示におい
て第2のセットの通信オプションを列挙してよい。この場合、提示される通信オプション
は、失敗した通信オプションの通信モード以外の通信オプションを含んでよい。提示され
る通信オプションは、失敗した通信オプションと同じ通信モード内の通信オプションと、
失敗した通信オプションの通信モード以外の通信オプションの両方を含んでよい。
【００４０】
　データ通信オプションの場合、通信オプションの提示の一部として、ユーザデバイスは
、データ通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるかを決定して
よい。ユーザデバイスは次いで、アクティブである通信オプションに対して確率の第1の
順序を決定し、非アクティブである通信オプションに対して確率の第2の順序を決定し、
確率の全体的な順序において確率の第2の順序よりも確率の第1の順序を優先してよい。通
信オプションの提示の一部として、ユーザデバイスは、通信オプションによるユーザデバ
イスと連絡先との間の最後の成功した通信の時間を提示に含めてもよい。
【００４１】
　図5は、処理システム514を採用するユーザデバイス102のためのハードウェア実装形態
の一例を示す図である。処理システム514は、バス508によって概略的に表されるバスアー
キテクチャを用いて実装されてよい。バス508は、処理システム514の具体的な適用例およ
び全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続するバスおよびブリッジを含む場合が
ある。バス508は、プロセッサ504によって表される1つまたは複数のプロセッサおよび/ま
たはハードウェアモジュール、モジュール110、112、114、および116、ならびにコンピュ
ータ可読媒体506を含む、様々な回路を互いにリンクさせる。また、バス508は、タイミン
グソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電源管理回路などの様々な他の回路をリ
ンクさせる場合もあるが、これらの回路は当技術分野でよく知られており、したがってこ
れ以上は説明されない。
【００４２】
　処理システム514は、コンピュータ可読媒体506に結合されるプロセッサ504を含む。プ
ロセッサ504は、コンピュータ可読媒体506上に記憶されたソフトウェアの実行を含む全般
的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ504によって実行されると、任意の特定の
装置の上記で説明した様々な機能を処理システム514に実行させる。コンピュータ可読媒
体506は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ504によって操作されるデータを記憶
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するために使用されてもよい。処理システムはさらに、モジュール110、112、114、およ
び116のうちの少なくとも1つを含む。モジュールは、コンピュータ可読媒体506に存在す
る/記憶される、プロセッサ504において動作するソフトウェアモジュール、プロセッサ50
4に結合される1つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らかの組合
せであってよい。
【００４３】
　一構成では、ユーザデバイス102、502は、連絡先と通信するためにデバイスによって使
用される複数の通信オプションに対応し、通信オプションごとに、通信オプションによる
ユーザデバイスと連絡先との間の最後の成功した通信の時間を含むデータを収集するため
の手段と、連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、デバイスのインターフェー
スを通じた提示において、複数の通信オプションを提示するための手段とを含み、提示は
、複数の通信オプションの各々に対して、連絡先との成功した通信を確立する確率に基づ
いて複数の通信オプションの各々を列挙する。前述の手段は、前述の手段によって列挙さ
れた機能を実行するように構成される、装置102および/または装置502の処理システム514
の前述のモジュールの1つまたは複数であってよい。
【００４４】
　装置102、502は、前述の図3のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実
行する追加のモジュールを含んでよい。したがって、図3の上記のフローチャートの中の
各ステップは、モジュールによって実行されてよく、装置はそれらのモジュールのうちの
1つまたは複数を含んでよい。モジュールは、指定されたプロセス/アルゴリズムを実行す
るように特に構成され、指定されたプロセス/アルゴリズムを実行するように構成される
プロセッサによって実施され、プロセッサによる実施のためにコンピュータ可読媒体内に
記憶された、1つもしくは複数のハードウェア構成要素、またはそれらの何らかの組合せ
であってよい。
【００４５】
　開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の例示で
あることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの具体的
な順序または階層は再構成される場合があることを理解されたい。さらに、いくつかのス
テップは、組み合わせられるか、または省略される場合がある。添付の方法クレームは、
様々なステップの要素を見本的な順序において提示したものであり、提示された特定の順
序または階層に限定されるものではない。
【００４６】
　上記の説明は、本明細書で説明する様々な態様を、いかなる当業者も実践できるように
するために提供される。これらの態様に対する様々な変更形態は、当業者に容易に明らか
になり、本明細書において規定する一般原理は、他の態様に適用される場合がある。した
がって、特許請求の範囲は本明細書に示された態様に限定されるものではなく、文言通り
の特許請求の範囲に一致するすべての範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言
及は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「1
つまたは複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」
という用語は、1つまたは複数を指す。当業者に知られているか、または後で知られるこ
とになる、本開示全体にわたって説明する様々な態様の要素の、すべての構造的および機
能的等価物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含さ
れるものとする。さらに、本明細書に開示されるものは、そのような開示が特許請求の範
囲において明示的に記載されているかどうかにかかわらず、公に供されることは意図され
ていない。いかなるクレーム要素も、要素が「ための手段」という語句を用いて明確に記
述されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【００４７】
　　102　ユーザデバイス
　　104　連絡先
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　　106　音声モード通信オプション
　　108　データモード通信オプション
　　110　通信プロセッサ
　　112　コンタクトプロセッサ
　　114　ユーザインターフェース
　　116　クロック/タイムスタンプ
　　118　連絡先データベース
　　120　音声通信
　　122　音声通信情報
　　124　データ通信
　　126　データ通信情報
　　128　提示/確率プロセッサ
　　130　代替通信オプション
　　132　APIインターフェース
　　202　データベースレコード
　　204　通信オプション
　　206　連絡先
　　208　通信モード
　　210　タイムスタンプ
　　302　ハンドヘルドユーザデバイス
　　304　ディスプレイ
　　502　ユーザデバイス
　　504　プロセッサ
　　506　コンピュータ可読媒体
　　508　バス
　　514　処理システム
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月30日(2017.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザデバイスのための通信オプションを提示する方法であって、
　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプション
に対応するデータを収集するステップであって、前記データは、通信オプションごとに、
前記通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信
の時間、およびデータモードまたは音声モードのうちの一方に対応する通信モードを含む
、ステップと、
　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインター
フェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示するステップであって
、前記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信
を確立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙し、前記複数の通信オ
プションの各々に対する前記確率が、1)前記通信オプションによる最後の成功した通信の
前記時間、および2)データモードに対応する通信モードを有する通信オプションの場合、
前記通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるか、に基づく、ス
テップと
を含む、方法。
【請求項２】
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　データを収集するステップが、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オ
プションによる最後の成功した通信の前記時間に対応するタイムスタンプをメモリに記憶
するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の通信オプションの各々が、音声モードまたはデータモードのうちの少なくと
も一方を含む複数の通信モードのうちの1つに分類される、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記音声モードが、電話番号に対応する1つまたは複数の通信オプションを含む、請求
項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記データモードが、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)アプリケーショ
ン識別情報、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、およびソーシ
ャルメディアアカウント識別情報のうちの1つまたは複数に対応する1つまたは複数の通信
オプションを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記データが、通信オプションごとに、通信モードをさらに含み、前記複数の通信オプ
ションを提示するステップが、
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードを判定するステップと、
　前記複数の通信オプションから第1のセットの通信オプションを決定するステップであ
って、前記第1のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗とい
う結果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応する通信モードを有する、ス
テップと、
　前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定するステップと
を含み、
　前記提示が、前記第1のセットの通信オプションを列挙する、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の通信オプションを提示するステップが、
　前記複数の通信モードから第2のセットの通信オプションを決定するステップであって
、前記第2のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結
果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応しない通信モードを有する、ステ
ップと、
　前記第2のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定するステップと
をさらに含み、
　前記提示がさらに、前記第2のセットの通信オプションを列挙する、
請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードがデータモードであるとき、前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々
に対して、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定するステップが、前記
通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるかにさらに基づく、請
求項6に記載の方法。
【請求項９】
　前記提示内で、アクティブである通信オプションを非アクティブである通信オプション
よりも優先するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記複数の通信オプションのうちの1つまたは複数に対して、前記提示に、前記通信オ
プションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間
を含めるステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　ユーザデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、かつ、
　　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプショ
ンに対応するデータを収集することであって、前記データは、通信オプションごとに、前
記通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の
時間、およびデータモードまたは音声モードのうちの一方に対応する通信モードを含む、
収集することと、
　　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインタ
ーフェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示することであって、
前記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信を
確立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙し、前記複数の通信オプ
ションの各々に対する前記確率が、1)前記通信オプションによる最後の成功した通信の前
記時間、および2)データモードに対応する通信モードを有する通信オプションの場合、前
記通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるか、に基づく、提示
することと
を行うように構成される、少なくとも1つのプロセッサと
を含む、ユーザデバイス。
【請求項１２】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記
通信オプションによる最後の成功した通信の前記時間に対応するタイムスタンプをメモリ
に記憶するようにさらに構成されることによってデータを収集する、請求項11に記載のユ
ーザデバイス。
【請求項１３】
　前記複数の通信オプションの各々が、音声モードまたはデータモードのうちの少なくと
も一方を含む複数の通信モードのうちの1つに分類される、請求項11に記載のユーザデバ
イス。
【請求項１４】
　前記音声モードが、電話番号に対応する1つまたは複数の通信オプションを含む、請求
項13に記載のユーザデバイス。
【請求項１５】
　前記データモードが、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)アプリケーショ
ン識別情報、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、およびソーシ
ャルメディアアカウント識別情報のうちの1つまたは複数に対応する1つまたは複数の通信
オプションを含む、請求項13に記載のユーザデバイス。
【請求項１６】
　前記データが、通信オプションごとに通信モードをさらに含み、前記少なくとも1つの
プロセッサが、
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードを決定することと、
　前記複数の通信オプションから第1のセットの通信オプションを決定することであって
、前記第1のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結
果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応する通信モードを有する、決定す
ることと、
　前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
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による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うように構成されることによって前記複数の通信オプションを提示し、
　前記提示が、前記第1のセットの通信オプションを列挙する、
請求項11に記載のユーザデバイス。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記複数の通信モードから第2のセットの通信オプションを決定することであって、前
記第2のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結果に
なった前記通信オプションの前記通信モードに対応しない通信モードを有する、決定する
ことと、
　前記第2のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うようにさらに構成されることによって前記複数の通信オプションを提示し、
　前記提示がさらに、前記第2のセットの通信オプションを列挙する、
請求項16に記載のユーザデバイス。
【請求項１８】
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードがデータモードであるとき、前記少なくとも1つのプロセッサが、前記第1のセット中
の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信を確立する前
記確率を、前記通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるかにさ
らに基づいて決定する、請求項16に記載のユーザデバイス。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記提示内で、アクティブである通信オプション
を、非アクティブである通信オプションよりも優先するように構成される、請求項18に記
載のユーザデバイス。
【請求項２０】
　前記複数の通信オプションのうちの1つまたは複数に対して、前記提示に、前記通信オ
プションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間
を含めることをさらに含む、請求項1に記載のユーザデバイス。
【請求項２１】
　ユーザデバイスであって、
　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプション
に対応するデータを収集するための手段であって、通信オプションごとに、前記通信オプ
ションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の時間、およ
びデータモードまたは音声モードのうちの一方に対応する通信モードを含む、手段と、
　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインター
フェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示するための手段であっ
て、前記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通
信を確立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙し、前記複数の通信
オプションの各々に対する前記確率が、1)前記通信オプションによる最後の成功した通信
の前記時間、および2)データモードに対応する通信モードを有する通信オプションの場合
、前記通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるか、に基づく、
手段と
を含む、ユーザデバイス。
【請求項２２】
　前記データを収集するための手段が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記
通信オプションによる最後の成功した通信の前記時間に対応するタイムスタンプをメモリ
に記憶することを含む、請求項21に記載のユーザデバイス。
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【請求項２３】
　前記複数の通信オプションが、音声モードおよびデータモードのうちの少なくとも一方
を含む複数の通信モードに分類される、請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項２４】
　前記音声モードが、電話番号に対応する1つまたは複数の通信オプションを含む、請求
項23に記載のユーザデバイス。
【請求項２５】
　前記データモードが、ボイスオーバーインターネットプロトコル(VOIP)アプリケーショ
ン識別情報、電子メールアドレス、インスタントメッセージング識別情報、およびソーシ
ャルメディアアカウント識別情報のうちの1つまたは複数に対応する1つまたは複数の通信
オプションを含む、請求項23に記載のユーザデバイス。
【請求項２６】
　前記データが、通信オプションごとに通信モードをさらに含み、前記複数の通信オプシ
ョンを提示するための手段が、
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードを決定することと、
　前記複数の通信オプションから第1のセットの通信オプションを決定することであって
、前記第1のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結
果になった前記通信オプションの前記通信モードに対応する通信モードを有する、決定す
ることと、
　前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うように構成され、
　前記提示が、前記第1のセットの通信オプションを列挙する、
請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項２７】
　前記複数の通信オプションを提示するための手段が、
　前記複数の通信モードから第2のセットの通信オプションを決定することであって、前
記第2のセット中の各通信オプションが、前記通信しようとする試みの失敗という結果に
なった前記通信オプションの前記通信モードに対応しない通信モードを有する、決定する
ことと、
　前記第2のセット中の前記複数の通信オプションの各々に対して、前記通信オプション
による前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間に基づい
て、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率を決定することと
を行うようにさらに構成され、
　前記提示がさらに、前記第2のセットの通信オプションを列挙する、
請求項26に記載のユーザデバイス。
【請求項２８】
　前記通信しようとする試みの失敗という結果になった前記通信オプションの前記通信モ
ードがデータモードであるとき、前記第1のセット中の前記複数の通信オプションの各々
に対して、前記連絡先との成功した通信を確立する前記確率が、前記通信オプションがア
クティブであるか、または非アクティブであるかにさらに基づく、請求項23に記載のユー
ザデバイス。
【請求項２９】
　前記複数の通信オプションを提示するための手段が、前記提示内で、アクティブである
通信オプションを、非アクティブである通信オプションよりも優先するようにさらに構成
される、請求項28に記載のユーザデバイス。
【請求項３０】
　前記複数の通信オプションを提示するための手段が、前記複数の通信オプションのうち
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の1つまたは複数に対して、前記提示に、前記通信オプションによる前記ユーザデバイス
と前記連絡先との間の最後の成功した通信の前記時間を含めるようにさらに構成される、
請求項21に記載のユーザデバイス。
【請求項３１】
　ユーザデバイス用のコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記録媒体
であって、
　連絡先と通信するために前記ユーザデバイスによって使用される複数の通信オプション
に対応するデータを収集することであって、前記データは、通信オプションごとに、前記
通信オプションによる前記ユーザデバイスと前記連絡先との間の最後の成功した通信の時
間、およびデータモードまたは音声モードのうちの一方に対応する通信モードを含む、収
集することと、
　前記連絡先と通信しようとする試みの失敗に応答して、前記ユーザデバイスのインター
フェースを通じた提示において、前記複数の通信オプションを提示することであって、前
記提示が、前記複数の通信オプションの各々に対して、前記連絡先との成功した通信を確
立する確率に基づいて前記複数の通信オプションの各々を列挙し、前記複数の通信オプシ
ョンの各々に対する前記確率が、1)前記通信オプションによる最後の成功した通信の前記
時間、および2)データモードに対応する通信モードを有する通信オプションの場合、前記
通信オプションがアクティブであるか、または非アクティブであるか、に基づく、提示す
ることと
を行うためのコードを含む、コンピュータ可読記録媒体。
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